
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

当初の目的を達成すべく、事業を実施する。

目標に対

する成果

の状況

（２月補正）

H27年度は事業未実施。H28年度へ全額繰越。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 0 58,276

0 0

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

概　算

人件費

0.00 1.00

0

0

8,276

成果目標の達成状況

項目

宿泊者数

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

50,000

合計（A) 0 50,0000 50,000

達成状況

562,000

当初予算

－ 0 0

00 0

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施中

・御嶽山噴火災害による影響で地域経済に深刻な影響が生じ、当面の営業も厳しい状況にある木曽地域において、観光業の下支え対策

を緊急的に実施する。

○回復対策

　宿泊者の回復　平成28年木曽路地域の宿泊者数を平成25年宿泊者数（562,000人）まで回復。

○振興対策

　更なる宿泊者数の確保　平成28年木曽路地域の宿泊者数を平成25年宿泊者数（562,000人）以上に振興。

１　選ばれる観光地づくり 実施期間 H26 ～

合計

県が関与

する理由

県関与の必要性あり

【左記の説明、根拠法令等】

深刻な被害を受けている木曽地域を支援するため。

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績

H27 H28

（当初） （決算） （当初）

木曽観光復興対策協議会事

業による木曽地域への誘客促

進

負担金

県、市町村、観光関係団体で構成する「木曽観光復興

対策協議会」でスキー場支援、地元ＰＲ活動等の観光

振興対策を実施する。

平成28年木曽路地域の宿泊者数を平成25年宿泊者数（562,000人）まで回復

- - -514,000

27年度27年度27年度27年度 28年度

0

Ｈ27
H28

目標

H26末

（実績）
目標 成果
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事　業　名 木曽観光復興対策事業費木曽観光復興対策事業費木曽観光復興対策事業費木曽観光復興対策事業費
担

当

課

部局 観光部　

課・室 観光誘客課

総合５か年

計画
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施策の総合的展開

１－２　強みを生かした観光の振興

30,000 30,000

補正予算 50,000

Aの

財源

0 0 0

20,000 20,000


